


【活動報告】 
 （活動日時）  令和７年６月 12 日（木） 
（活動人数）  ６０名  
（拾った量） 空き缶、ペットボトル、たばこの吸い殻、 

プラスチック類等 約５㎏（写真参照） 
（活動詳細） 環境月間にあわせて、社会貢献活動の一環として、 

電気興業株式会社鹿沼工場周辺の道路、歩道の清掃活動を行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（参加者の声） 
・今回の清掃活動を通じてなぜごみの投棄や廃棄がなくならないのかと感じた。 

自分の家の中であればごみをむやみに捨てることはしないと思う。 

公共の場所においても自宅と同じ思いで汚さないとの意識が必要であると思う。 
 

・今回清掃活動を行い、普段ごみが落ちているなと気づくことがない場所にも探してみると 

ゴミが落ちているなと感じた。内陸でも風や川の力によって人間が出したごみは、海に流れ

生き物に影響を与える可能性があることを意識し、ポイ捨てをしないことはもちろん、人に

ポイ捨てをさせない、ごみ拾いなどのボランティアの参加など、自分が出来ることを積極的

にしていきたいと思いました。 
 

・前回の清掃活動からわずか半年ほどしか経っていないのに、これだけ多くのゴミが落ちてい

ることに驚きました。今後も継続して参加したいと思います。 
 

・ゴミ拾い活動は単なる清掃活動ではなく、社会貢献の一環として捉えることで環境問題への

関心を高める良い機会となった。今後も積極的に社会貢献活動に参加していきたい。 






